
                              
 

平成 19 年７月 13 日 
各     位 

      会 社 名  株式会社 ブロッコリー 
         代表者名  代表取締役社長 上田 陽史 

           （JASDAQ コード２７０６ ） 
      問合せ先  取締役管理本部長 是枝由美子 

              （TEL 03‐5946‐2824 ） 
 

平成 20 年２月期中間（連結・単独）業績予想及び 

通期（連結・単独）業績予想の修正に関するお知らせ 

  

平成20年２月期（平成19年３月１日～平成20年２月29日）の業績予想について、平成19年４月18日付当社「平

成19年２月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成19年２月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしました

業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

１．平成 20 年２月期 連結業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 19 年３月１日～平成 19 年８月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） 4,980 105  95 

今回修正（Ｂ）  4,573 △9  △100 

増減額（Ｂ－Ａ） △407 △114   △195 

増 減 率 △8.2％   ―   ― 

 

〔修正理由〕 

   売上高につきましては、第１四半期までの店舗の売上状況を考慮し、店舗の売上高を見直しました。

また、通販サイトのリニューアルが当初の計画より遅れていることにより、4,573 百万円（当初予想比：

407 百万円の減少）となる見込であります。 

   経常利益につきましては、この売上高の減少に伴う売上総利益の低迷と、一部ゲームソフトが想定し

ていた出荷本数を下回り卸売の利益率が低下したことにより、販売管理費の抑制を図るものの、△9百万

円（当初予想比：114 百万円の減少）となる見込であります。 

   当中間純利益につきましては、低採算店舗及び物流倉庫の移転に係わる引当金の計上等による特別損



失もあり△100 百万円（当初予想比：195 百万円の減少）となる見込みであります。 

尚、特別損失の内容につきましては、本日同時に発表しております「特別損失の発生に関するお知ら

せ」をご参照下さい。 

 

 (２) 通期（平成 19 年３月１日～平成 20 年２月 29 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 9,760  160  136  

今回修正（Ｂ） 9,324 45 △58 

増減額（Ｂ－Ａ） △436 △115   △194 

増 減 率 △4.5％ △71.9％  ― 

 

〔修正理由〕 

   現在、当社は経営効率化のため、店舗のスクラップ＆ビルドをはじめ事業及び業務の抜本的見直しを

実施しており、当期に関しましては売上高の減少と特別損失の発生という状況が生じております。 

これを踏まえ、売上高につきましては、当期に決定いたしました店舗の移転及び閉店を考慮し、特に店

舗売上高の見直しを行い、9,324 百万円（当初予想比：436 百万円の減少）となる見込みであります。 

経常利益につきましては、値入率の改善、原価の低減、経費の削減等に努力を重ねる方針であります

が、上記店舗売上高の減少に加え、一部ゲームソフトの開発の遅れにより制作費が嵩む見込みであるこ

と等により、経常利益は 45 百万円（当初予想比：115 百万円減少）となる見込みであります。 

   当期純利益につきましては、△58 百万円（当初予想比：194 百万円の減少）となる見込みであります。 

 

(３) ご参考：前期の実績（平成 18 年３月１日～平成 19 年２月 28 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（３／１～８／31） 4,648  23  △171  

通 期（３／１～２／28） 9,328  157  71  

 

２．平成 20 年２月期 単独業績予想の修正等 

(１) 中間期（平成 19 年３月１日～平成 19 年８月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） 4,896 127 115 

今回修正（Ｂ）  4,466 △11 △102 

増減額（Ｂ－Ａ） △430   △138  △217    

増 減 率 △8.8％         ―   ― 

 

〔修正理由〕 

    修正の理由につきましては連結中間業績予想の修正と同様の理由によります。 

 



 

 (２) 通期（平成 19 年３月１日～平成 20 年２月 29 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 9,570  155  130  

今回修正（Ｂ） 9,105    38 △65 

増減額（Ｂ－Ａ） △465 △117 △195 

増 減 率 △4.9％ △75.5％ ― 

 

〔修正理由〕 

    修正の理由につきましては連結通期業績予想の修正と同様の理由によります。 

 

(３)  ご参考：前期の実績（平成 18 年３月１日～平成 19 年２月 28 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（３／１～８／31） 4,585  37  △160  

通 期（３／１～２／28） 9,154  159  70  

 

   

 

※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因により予想数値と異なることがあります。 
 

以   上 

 


